
 

 

 

 
 

自分のよさ 

                                  校 長  石 川  淳 

 

日本芸能の一つで、台詞や歌舞からなる劇「能」を創り上げた世阿弥が、人を育てる三つの

条件の第一に挙げている「自分のよさをわからせる」という教えがあります。「よさ」とは、

その人がもっている得意なところや集団の中で生活していく好ましい資質や態度をいいます。

夏季休業中の個人面談では、担任からお子さんの「よさ」を伝えさせていただいたと思います。 

「よさ」は成長するごとに変わっていきます。前面に出てくる部分や、鳴りを潜めてしまう

部分もあります。１年生の時に、近くにいた友達に少しおされて涙ぐんでいた子供が、６年生

になった頃、全校をリードする役割を担っていることがあります。また、ひとつのきっかけで

急に変わる場合もあります。人前に出ることがほとんどなかった子供が、代表の言葉を言った

ことで他のことにも積極的になることもあります。加えて、その子にかかわる大人が違えばそ

の子の「よさ」のとらえどころが違うことがあります。「集中が続かない」ととらえられてい

たことも、「次々に興味をもって幅広く取り組む」ととらえることができます。円柱の形は、

上から眺めれば円で、角のない柔らかな形ですが、横から見ると四角形で、直線と角からなる

堅い形です。 

保護者の方にお子さんの「よさ」をお伝えすると、「本当ですか、家では全然違います」と

仰ることがあります。次から次へと「わが子の至らなさ」が挙がります。謙遜されているのか

と思うとそうではないようなので「親御さんが感じる、お子さんのよいところを５つ挙げると

どんなところがありますか」と問いかけると、５つどころか３つも思いつかないということが

結構あります。「子供が言うことを聞かない」「口ごたえをする」など、親子の関係に悩んでま

すと仰る親御さんとお話しているとき特に顕著です。 

子供は行動の幅が大きく、また年齢が上がれば場面ごとに「その世界での顔」を身につけて

いきます。社会性を広げている証です。ですので学校と家庭では全く異なる面が見えるのも自

然なことと言えます。個人面談で話題としたお子さんのよさを「本当ですか」ではなく「そう

いう面も見せているのですね」と受け止めてください。そして率直に言葉にして価値づけてあ

げてください。小学校の時代、「自分のよさ」に気付かせることが、人格形成でとても大事な

ことと思います。 

ちなみに… 

世阿弥の人を育てる三つの条件の第二は「人前で恥をかかせない」第三は「１００％を求め

ない」です。 

 



９月の生活目標

自分からすすんで行動しよう
学校や自分たちの生活を支えてくれている人がたくさんいます。地域の人や主事さんに笑顔で挨拶してい
ますか。また、友達がよくないことをしていたら正しいことを教えてあげましょう。勇気をもって自分か
らすすんで行動し、みんなが過ごしやすい地域をつくっていきましょう。

日光林間学園へ行ってきました（６年）
6年担任

７月２６日（金）～７月２８日（日）、６年生が２泊３日の日光林間学
園へ行ってきました。日光の自然あふれる風景や空気を直に味わい、土
地にまつわる歴史や文化に親しむなど東京ではできない体験をたくさん
しました。また、家庭から離れ、友達と宿泊することを通して、集団で
生活する楽しさや難しさを経験することができました。
【１日目】
１日目はバスで日光へ向かい、東武下今市駅からSL大樹に乗り、東武

日光駅へと向かいました。SLの車内からは、出発駅や到着駅だけでなく道中でもたくさんの
方々が手を振ってくださる姿が見え、とても温かな気持ちで日光へと向かうことができました。
日光に到着後は、日光東照宮を見学しました。東照宮では、クラスごとにガイドさんに三猿

や陽明門、眠り猫など東照宮の見どころについて解説してもらいました。事前に調べたものを
実際に見たり、ガイドさんからより詳しい話を聞いたりして、子供たちは目を輝かせていまし
た。
【２日目】
２日目はいろは坂を登り、奥日光で過ごしました。ホテルを出

発し、湯滝～戦場ヶ原～赤沼と約３時間５ｋｍの道のりを歩きま
した。普段なかなか歩くことのない距離に疲れた表情を見せなが
らも、奥日光の自然に触れ、充実した表情を見せていました。
その後は中禅寺湖クルージングや華厳の滝、奥日光の荘厳な自

然を堪能しました。
【３日目】
３日間お世話になったホテルの方々に別れを告げ、日光江戸村

へ向かいました。日光江戸村では、行動班ごとに見学する施設の
順番を決めたり、江戸村ならではのお土産を選んだりして楽しみ
ながら江戸の文化を学びました。
今回の日光林間学園で得た経験をもとに、２学期も千歳小学校を引っ張っていく6年生として

の姿がたくさん見られることを期待しています。

思いやり週間・挨拶週間について
生活指導主任 會田 輝彦

東京都の取組として、「ふれあい月間」というものがあります。「ふれあい月間」とは、東
京都全体でいじめや暴力をなくし、互いに思いやりをもって生活をしていく意識を高めるため
に、６月、１１月、２月に行います。千歳小学校では、教育目標の１つである「思いやりのあ
る子ども」の育成と関連させて、児童一人ひとりが思いやりの心について考え、行動し、振り
返る、思いやり週間を実施しています。６月には、「あいさつ」を重点とした思いやり週間を
実施しました。各学級でその日の目標を達成すると、あいさつの木に葉がつくという取組を行
いました。その後、運営委員会の活動とコラボをし、千歳小のマスコットキャラクターである
くじらを土台にした「千歳小あいさつの木＆実」が完成しました。自分たちの頑張りが目に見
えるようにすることで、子どもたちのあいさつへの意識も日に日に高まったように感じました。
また、ふれあい月間では、全教職員のいじめに対する認識を高めるとともに、児童にいじめと
は何か、いかなる理由があってもいじめは許されないということを指導します。児童アンケー
トを実施し、表面上に現れない子どもたちの心の変化にも気付けるようにしています。２学期
の「思いやり週間」は、１１月です。思いやり週間を通じて、思いやりのあるちとせっ子を目
指していきます。



◆下校時刻

Ａ時程 Ｂ時程 土曜

４時間授業 13時05分 13時05分 11時55分

５時間授業 14時30分 14時15分

６時間授業 15時20分 15時05分





令和６年度　週時程表【お弁当特別時程】

8:10 8:10 開門 8:10 開門

8:15

8:30 8:20

8:45

8:50 8:25

9:35 9:10

9:40 9:15

10:25 10:25 10:00

移動・準備 移動・準備

10:45 10:45 10:15

11:30 11:00

11:35 11:05

12:20 11:50

1:05 12:50

1:25

2:10

学級指導 移動・準備 学級指導 移動・準備 移動・準備 2:00 学級指導
2:15 下校 下校

2:30 2:15

3:00
3:05 学級指導 学級指導 学級指導 学級指導
3:20 最終下校 下校 下校 下校 下校

3:20 3:20 3:20 3:20

登校
（8:15～8:20）登校（8:15～8:25）

3校時

Ａ　時程 午後Ｂ時程

休み時間

下校

土曜時程

時刻 土曜日

1校時

移動・準備

2校時

朝の活動

朝の会

（16）

11:55

クラブ活動
委員会活動
2:20～3:05

中休み
休み時間

5校時 （21） （22） （25） （23） （24） 5校時

1:10

1:55

4校時

昼食

12:20

6校時 （27） （26） （28）

4校時

昼休み
(4校時で

下校1:05）

（17） （18） （19） （20） 4校時

昼休み

準備・昼食・片付け

昼休み

準備・昼食・

片付け
12:50

清掃

9:40

2校時 （6）

（4）
9:35

11:30

（13）

8:50

1校時 （1） （2） （３）

（14）

朝の会※学年集会（月一回程度）

移動・準備

11:35

休み時間
移動・準備

　　　　曜日
時刻 月 火 水 木 金 時刻 指定の日

朝

朝読書

朝学習

体力向上

朝学習

児童集会
体力向上

朝学習

朝の活動
朝の

活動

全校朝会

朝学習

体力向上

朝学習

開門

登校
（8:15～8:25）

移動・準備

8:45

（5）

学級指導

（12） 3校時

朝の会

2校時

移動・準備

3校時 （11）

1校時

（7） （８） （9） （10）

（15）

移動・準備

8:30

6校時

2:00～2:45

下校3：05

4校時授

業日

下校

1:05
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